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111
ギタ

ーの魅力に夢中です！

『かのん』は、平成10年10月に中央
公民館で初心者ばかりの４人で結成し
た、ギターアンサンブルのサークルです。
若手ギタリスト・佐藤正隆先生の優し
い指導により、個人レッスン、アンサン
ブル練習にと、楽しく励み、現在は20、
30、40代、独身、既婚、男性、女性と、
幅広い仲間９人で活動しています。
今年３月の「公民館まつり」で初舞台
を経験し、メンバー全員がギターの魅力
に、より一層夢中です。
主に、第２、４月曜日の10：00～
12：00、中央公民館のどこかの部屋で
活動しています。（ギターの音が聞こえ
るので、すぐわかります。）
興味のある方は、ぜひ気軽に見学にい
らしてください。待っています。

白石に来てから、もうすぐ２年になります。あ
っという間に過ぎてしまった感じがしています。
その２年間で、たくさんの人と知り合いになって、
いろいろな面白くて、楽しい経験をしました。日
本の文化は、私の出身アイルランドの文化と全然
違うので、日本にいる間に、いろいろなことを経
験したいと思います。
大学で日本について言語以外もたくさん学びま

した。しかし、教科書からでは、ある程度までし
か勉強できません。一番いい勉強は実際に経験す
ることだと思います。白石の市民の皆さんは本当
にラッキーだと思います。公民館や働く婦人の家、
ＡＬＴＡなどの施設があり、そこでいろいろな講
座を受けることができ、日本の伝統的な文化につ
いても学べます。私も日本の文化をもっと理解で
きるように、この施設を利用しています。
日本のことに興味があり、５月に友達から“田

植えやってみない？”と誘われたとき、すぐに
“やってみたい”と答えました。そして、その翌週、

大鷹沢三沢の「八枚田」で初めての田植えをしま
した！八枚田はあまり広くなく、その地区の人々
と一緒にしたので、すぐ終わりました。植えたの
はもち米で、周りの人に比べると、私が植えた分
はちょっと曲がりくねったかも知れませんが、楽
しかったです！おいしい米になるかなー…

ë
初
め
て
の
田
植
え
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
ヨ
！

（
大
鷹
沢
三
沢
地
区
）
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旅
の
湯
で
出
会
い
し
媼
分
け
く
れ
し
山
菜
今
宵
て
ん

ぷ
ら
に
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
間
　
久
子

ラ
イ
ラ
ッ
ク
咲
き
し
ハ
ル
ビ
ン
思
い
出
す
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
若
き
日
の
街
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

老
木
の
桜
並
木
の
続
く
土
手
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
若
木

立
ち
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
　
修
子

夕
ぐ
れ
に
雷
な
り
て
ひ
ょ
う
が
降
り
音
す
さ
ま
じ
く

ト
タ
ン
屋
根
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

漸
く
に
天
気
納
ま
り
消
毒
す
松
よ
今
年
も
み
ど
り
を

燃
や
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
正
兄

孫
が
来
て
蛙
の
合
唱
耳
に
し
て
何
千
匹
も
居
る
の
か

と
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
　
貞
子

桜
草
次
は
ど
う
だ
ん
咲
き
つ
ぎ
て
わ
が
家
の
庭
は
春

花
盛
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

満
開
の
桜
を
見
ん
と
雨
の
な
か
く
も
る
車
窓
を
幾
度

も
拭
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

な
よ
た
け
の
如
く
見
え
に
し
君
な
れ
ど
奥
深
く
潜
む

芯
の
強
さ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
子

春
雨
に
れ
ん
ぎ
ょ
う
の
花
咲
け
ば
思
う
夫
逝
き
て
よ

り
十
一
年
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

評
一
首
目
。
山
の
湯
で
の
見
知
ら
ぬ
人
と
の
心
温

ま
る
交
流
。
山
菜
は
た
ら
の
芽
だ
ろ
う
か
。
二
首
目
。

敗
戦
そ
し
て
苦
難
の
歳
月
を
経
た
今
も
、
若
き
日
の

旧
満
州
の
美
し
い
街
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
。
三
首
目
。
世
代
交
代
の
た
め
の
若
木
は
、
桜
の

名
所
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
気
負
わ
ず
平
易
単
純
に
表

現
さ
れ
た
。

こ
の
国
の
老
々
介
護
春
寒
し
　
　
　
　
山
家
　
弘
子

摘
み
し
手
に
次
の
蕨
に
あ
る
視
線
　
　
三
浦
　
愛
嶺

藤
房
の
長
短
に
あ
る
風
の
道
　
　
　
　
大
庭
　
良
子

笹
巻
や
祖
母
の
手
許
に
集
中
す
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

西
行
の
霊
守
る
花
の
吹
雪
か
な
　
　
　
佐
藤
　
周
子

空
洞
の
幹
も
て
咲
か
す
老
桜
　
　
　
　
日
下
　
　
文

雨
止
み
て
ま
ぶ
く
し
匂
う
若
葉
か
な
　
高
子
た
ち
ば
な

春
暁
の
雨
音
聞
へ
て
又
眠
る
　
　
　
　
高
橋
　
正
雄

筍
の
配
ら
れ
て
お
り
留
守
の
間
に
　
　
川
村
　
靜
恵

天
守
閣
夕
日
ま
ぶ
し
く
花
吹
雪
　
　
　
阿
部
は
ぎ
の

評
一
句
目
。
世
界
一
の
長
寿
を
誇
る
国
と
な
っ
て

久
し
い
。
し
っ
か
り
し
て
い
た
親
も
老
い
、
介
護
す

る
息
子
や
嫁
も
老
境
に
入
っ
た
。
春
寒
の
あ
る
日
、

ふ
と
不
安
が
よ
ぎ
る
。
二
句
目
。
ワ
ラ
ビ
摘
み
の
句
。

次
の
ワ
ラ
ビ
に
も
う
視
線
が
い
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
佳
句
。
三
句
目
。
フ
ジ
の
花
が
見
事
な
房
と
な

っ
て
美
し
く
に
お
う
。
フ
ジ
房
の
長
短
に
風
の
道
が

あ
る
ご
と
く
揺
ら
す
の
で
あ
る
。
十
句
目
の
俳
句
は

こ
れ
で
よ
い
、
素
直
に
表
現
さ
れ
た
。

花
鋏
み
花
の
命
を
断
ち
切
れ
ず

一
條
　
芳
子

傘
の
雫
も
想
い
も
さ
っ
と
切
っ
た
朝

米
沢
　
礼
子

国
会
の
よ
う
な
答
弁
し
た
く
な
り

大
庭
　
良
子

プ
ロ
セ
ス
に
価
値
を
見
い
出
す
ミ
ニ
菜
園大

沼
　
妙
子

定
年
は
惜
し
い
人
だ
と
追
い
出
さ
れ

佐
藤
　
武
雄

見
栄
を
張
る
他
人
に
は
言
え
ぬ
火
の
車

草
野
　
　
清

古
希
迎
え
次
は
喜
寿
へ
と
趣
味
に
生
く

鈴
木
　
希
市

看
病
に
休
み
が
欲
し
い
日
曜
日

秋
野
　
桜
子

春
休
み
猫
の
手
よ
り
も
ま
し
な
孫

高
橋
　
要
一

私
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
ガ
ン
犯
す

大
野
　
修
一

評
一
句
目
。
は
さ
み
で
花
を
切
ろ
う
と
し
た
と
き
、

命
を
絶
つ
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
、
逡
巡

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

し
た
作

者
の
温
か
い
心
。
万
物
に
対
し
て
思
い
や
り
と
感
謝

を
持
っ
て
接
し
た
い
も
の
で
す
。
二
句
目
。
断
ち
難

い
情
念
も
思
い
切
っ
て
サ
ッ
と
断
ち
切
る
心
の
転

換
、
前
進
あ
る
の
み
。
三
句
目
。
言
語
明
瞭
、
意
味

不
明
、
一
般
社
会
で
は
通
用
し
な
く
と
も
、
永
田
町

で
は
大
手
を
振
っ
て
ま
か
り
通
る
。
ほ
か
の
句
も
佳

句
が
多
く
、
選
者
泣
か
せ
。

〈
没
に
し
た
ハ
ガ
キ
に
夢
で
う
な
さ
れ
る
　
風
流
〉
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片
倉
家
の
北
海
道
開
拓
資
料
３

明
治
三
年
五
月
、
片
倉
家
開
拓
役
所

が
山
崎
屋
か
ら
借
用
し
た
開
拓
資
金

は
、
実
は
、
按
擦
府
か
ら
の
預
か
り
金

の
内
か
ら
融
資
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
借
財
の
返
済
は
、
幌
別
郡
の
産
物

の
鮭
や
昆
布
な
ど
で
、
七
カ
年
年
賦
で

完
済
す
る
約
束
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
の
秋
、
第
一
回
目
の
償
還
の

た
め
物
産
を
発
送
し
た
が
、
寒
風
沢
港

へ
の
途
中
、
釜
石
沖
で
遭
難
し
て
失
っ

て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
幌
別
開
拓
も

軌
道
に
乗
ら
ず
、
二
回
目
か
ら
の
返
済

の
め
ど
が
立
た
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
按
擦
府
は
、
年
賦
の
返
済

と
開
拓
の
成
功
は
、
是
が
非
で
も
達
成

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
し

か
も
、
九
月
に
は
按
擦
府
の
廃
止
が
決

定
さ
れ
て
お
り
、
困
り
果
て
て
い
た
。

一
方
、
片
倉
家
開
拓
役
所
も
、
返
済

金
と
開
拓
費
不
足
の
解
消
に
悩
ん
で
い

た
。
そ
こ
で
、
白
石
城
の
売
却
費
を
こ

れ
に
充
て
る
べ
く
、
白
石
城
の
払
い
下

げ
を
按
擦
府
に
建
議
、こ
れ
を
受
け
て
、

白
石
城
の
払
い
下
げ
の
許
可
を
出
し
た

が
、
こ
の
と
き
は
既
に
元
按
擦
府
の
名

で
あ
っ
た
。

奥
羽
盛
衰
見
聞
誌
に
よ
る
と
、
白
石

城
は
城
下
の
商
人
・
鶴
見
屋
専
右
衛
門

が
払
い
下
げ
を
受
け
た
と
あ
る
。
こ
の

こ
ろ
、
新
政
府
は
石
巻
に
東
北
鎮
台
を

置
き
、
東
北
に
四
カ
所
の
政
府
直
轄
の

兵
隊
屯
所
を
設
け
る
計
画
が
あ
り
、
そ

の
一
つ
に
白
石
城
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

白
石
城
が
買
い
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
白
石
屯
所
も
廃

止
さ
れ
、
明
治
七
年
、
再
び
売
却
さ
れ

解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

（
白
石
市
図
書
館
所
蔵
）

▲開拓費用として白石城廃棄処分許可の辞令

白
石
の
古
文
書
C


